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	1.修正(増配)の理由
	当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題と認識しており、将来の利益に貢献する投資資金に充当すると同時に、新たな事業展開に備え財務体質及び経営基盤の強化を図りつつ、可能な限り株主還元策としての利益配当を実施していくことを基本方針としております。
	2.修正の内容

